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日本人大学生 に み られ る

英語後置修飾の ス トラ テ ジ ー

森 千 鶴

1・ は じめ に

　日本人 学生 が 書い た 英作文を分析す る と ， 自分 の 不 得 意 とす る と こ ろ （構 文

や発想 ）は 使 わず に す ます とい う現 象が 発 見 さ れ る 。 た とえ ば Schacter　 and

Hart （1979）に よ る と， 日本人 ， 中国人 ， ア ラ ブ人 ，
ペ ル シ ャ 人 ， ス ペ イ ン 人

の 書い た英作文 を分析 して み た と こ ろ ， 特定 の 言語話者が あ る特定 の 構文を避

けて 通 る Avoidance 　Phenome 皿 a カゴ発 見 され た とい う （下表 i参照）。

表 1・ Tentative　c］assification 　of 　avo 量面 恥 e　pbeno 皿 ena ．

　 　 　 　 Construction

Passive

＃Verb 　i籠且nitiva 弖colnplement

Verb　clausal 　complement

＃Verb 　gerundive　complement

Relative− Subject
Relative− Object
Relative− Oblique　objeot

＃Noun 　infinit且val　complement

Nomina 王izatio且 一gerundive

lA・abi ・ Ch ・… e 」・，… se 　Persi。n　 Sp 。。 i，h

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

Schacter　and 　Hart　（1979），　p．42

　日本人が 避 け た 構文 と して は ， Verb　infinitival　complement （い わ ゆ る不定
詞 の 名詞的用 法） と ， す べ て の 関係詞節が あ げ られて い る 。 こ の うち 関係詞 節

に つ い て ・ Schacter は 1974年の 論文で 次 の よ うに 説 明 して い る 。

Apartial　answer 　to　this　question　lies，　l　think，
　in　the　difference　be．
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twee 。　th，　tw ・ g・・up ・ with ・eg ・・d　t・ dim・n ・i・・ 且
・
th・ p・・iti… 繃 ・

　re至a重ive　clause 　with 　regard 　to　the　head　NP ．　Perslan　and 　Arab五c　8tudents

。1ready　h・v ・ p・・t・・min ・1 ・el・廿・・ cl・u ・e・ i・ th・i・ n ・ti・・ 9・ngu ・ges・

　Chinese　and 　Iapanese　students 　have　prenominal　relative 　cgauses 　in重heir

　native 　languages　and 　lust　learn　to　switch 　relative 　clauses 　to　a　P  st’

。 。 m 亙。 、l　p・・量廿・且 i・ th・ p・・cess ・f　leami・g　E ・gli．sh ・ ah ・ ・wit ・hi・g

f，。m 　p・e− t・ P・・tn・mi ・・l　p・・iti・n 　i・ n ・t　th・ ・niy 　p・・bl・m 　f・・ th・ 」・pa−

　nese 　and 　Chinese　students ；in　mQst 　cases 　they　must 　a 且so　 change 　the

　intemal　order 　of 　the　main 　constituents 　within 　the　relative 　clause ．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Schacter　（1974），
　P ．210 ．

つ ま り 口本語 や 中国語は ， 名詞 を前か ら修飾す る パ タ
ー

ン しか 持 たな い の で ，

名詞 を後 か ら修飾す る英 語 の 関係詞 節 は 日本人 や 申 国人 に と っ て は理 解 し に く

い も の で あ り ， そ の 結果が avoida 皿ce とな っ て 表 われ た とい う こ とで あろ う 。

Schacterの 論考は ， 母 国語 の 干渉 は error と して 表面 に 現 れ る以外 の さ ま ざ

ま な 場所 に 及 ん で い る こ とを示 唆して お り興 味深 い 。

　日本入 が 関係詞節を避 けて 通 る の は ， 母 国語 か らの 干渉 （つ ま り後置修 飾 を

持た な い 日 本語か らの 干 渉）で あ る と い うこ とが 明 らか に な っ た の だが ， こ こ

で Avoidance 　Phenomena とは離れて ，
ロ本人 と英語 の 後 置修 飾 に つ い て 考

えて み た い
。

Schacter の 論文で は 関係詞 節だ けを 間題 に して い たが ，
日本人

は 他の 後 置修飾 に つ い て は どの よ うな 対応 を して い る の だ ろ うか 。 日本語 に は

た しか に 名詞 の 後 か ら修 飾す る方法は な い が ，　「修飾 」の 用法 そ の もの は 存在

して い る の で ある 。
日 本人 は 名詞 の 後か ら修飾 す る用 法す べ て を苦手 と して い

る の か ， あ る い は 関係 詞 節 とい う複雑な 構造 を持 つ i｛！法 の み を苦 手 とす るの か

は 明確で はな い
、、

そ こ で 木稿 で は ， 典型 的 と思 わ れ る英語 の 後置修飾の い くっ

か の パ タ
ー

ン に 対 して 日本入が どの よ うに 対 応す るか を調 べ
， 数 あ る後 置修飾

用 法の 中で 特 に どの 用 法を苦手 と して い るか な ど探 っ て み た い 。 ま た ，
こ の よ

うな母 国 語 に な い 用 法 に 対 して どの よ うな ス トラ テ ジ
…

を用 い て 処理 して い る

か ， な ど も調 べ て み た い 。

2。 諷 査 の 項 目と 方法

　「英 語 の 後 置 修 飾」 と ひ と ［ に 苗 っ て も ，
い ろ い ろ な 種類が あ る。

一
色

（1976） に よ る と ， 以 下 の 10 種類 に 分 類 さ れ る 。
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名詞＋ 形 容詞

固有名詞 十 官職 。 称 号 ・ そ の 他

名詞 一
囲 在頒 ま た 耀 在分 詞 に 導か れ る語 句

名詞 ＋過 去 分 詞ま た は 過去分 詞 に導 かれ る語 句

名詞 十 不定詞ま た は不定 詞を 含む 語句

名詞 ＋ 代名詞

名詞 十 副詞 また は 前置詞

名詞 ＋ 形 容祠 句 （対句を も含む ）

修 飾語 句 が 名詞 また は名 詞旬 と 同格 の 場合

名詞 ＋ 形 容詞節

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一

色 （1976）， p． 71．
こ の うち筆 勸 潮 査 の 対 象 と した四 ま， 関係詞節 覗 在 分 詞 ， 過 去分詞 ， 不定
詞で あ る ・ ・ れ らの 囎 腿 ん だ の はYY，下 の よ うな軸 に よ る ． まず 醗 点が
厂関係詞節一「 で あ 続 た ぬ 「関繍 節」 を ベ ー

ヌ に し て 考 え て み た い と思 。

た 。 関係 詞 の 中に は必ず動詞が 含ま れ て い る の で ， こ れ と比 較す るの で あれば
同 じよ うに 動謌が 含まれ て い る用 法が 適切で あ ろ うと思 わ れ た 。 次 に ， 上 に挙
げ た 用 法 は どれ も ， 日本人 が 中学校段階で 習 う重 要な 文 法項 日で あ る 。 こ れ ら
の 項 目が 汰 学段階 で どの 程度定着 して い るか 翻 ヨベ る とい う点で も意味が あ

る と思 われ た 。 こ れ らの 理 由 に よ り調査項 目を決定 し， さ らに 不 定 詞 は to　do
型 と t  be　donc 型 に 分類 した （of．一 色 （1976））。 こ れ は ， 受け身変形 が 加
わ るこ と に よ っ て ， 結果 に 何 らか の 違い が 生ず る の で は な い か と予 想 して の こ

とで あ る 。

次 廟 査 の 方法で あるが ・ 1
一
何が 吏惣 ・ の か 」 を 懿 す る の で あ 細 ま樋 常

行 な われ て い る よ うな 文法 テ ス トを課 して 正答率 を比較す る とい う方法が 考え
られ る 。 しか し こ れで は 単に 文 法力が 判 る だ けで ， 学生 の 好ん で 用 い る ス トラ

テ ジ ー （た とえ ば 関係 詞節は あま り使わ な い が ， 分 詞な らば使 う， な ど）はは
っ きりとせ ず ， 従 っ て 全 般的 に どの よ うな ス トラ テ ジ ー

が 好 ん で 用 い られ て い

る か は判 らな い
。 そ こ で 筆 者 は ， 以 下 の よ うな 択一

可 能の 和 文 英訳方式を用 い

る こ と に した 。 た と え は次 の よ うな 和 文 を 与 え ， 英 訳 させ る
一 「私 は 適 りを走

っ て い る少年 を 知 っ て い る」。　こ の 和 文を英 訳す る場合 ，
2 通 りの 方法が 可能

で あ る ・
つ ま り・ 関 係詞 節黼 い f・　 1・kneW 　 th・ b・ y　wh ・ is　runni 。g　 。1。。 9

the ・t… t・ と ・
　 ・

・
iEi

・i在 分詞 を 用 い ブ・ 1・k・ ・w ・ th・ b・y・・unni 。g・。1。itg　th。 、treet．
の 2 通 りで あ る 。 学生 は 与 え られ た 和文に 対 して ， 自分 の 使い や す い 方 を選 ん
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で 答え るで あろ う 。
つ ま り ， 学生が 関係詞 節 と現在 分詞 の ど ち らを苦手 と し ，

敬 遠 す るか を知 る こ とが で き る わ けで あ る 。 あ る い は ま た ， 全 々 答 え られ な い

か も しれ ない し，
全 々 別 の 答 え 方 （た とえ ば The 　boy　is　running 　along 　the

street　and 　I　know 　him，な ど）をす るか も しれな い
。

い ず れ に して も ， こ の 方

法で 調 べ て い けば ， 学生が 英語の 後置修飾 に 関 して どの 程 度の 処理能力を持 っ

て い るか ， また どの よ うな preferenceを持 っ て い るか を あ る程度 知 る こ とが

で き ると 思 われ る 。 調査 の 項 目は 以下 の 4 つ で あ る 。

　1．　関係詞節 or 　現在分詞

　2．　 関係 詞 節 or 過 去分詞

　 3．　関係詞節 or 　 todo 型 不定詞

　 4．　関 係 詞 節 or 　to　be　done 型 不定詞

3． 調 査の 手順

　被 験 者 とな っ た の は ， 松山東雲 短大英文科 の
一A年生70名で あ る 。 学生 に は ，

前述の 4 つ の 項 日を折 りこ ん だ和 文を与 え ， 英訳 させ る。

　  　私 は通 りを走 っ て い る少年を 知 っ て い る 。

　  そ の 子供 らに もぎ取 られ た りん ごが こ こ に あ る 。

　  彼 女 に も ら っ た ペ ン は 書き味が 悪 い
。

　  汽車の 中で 読む 本を持 っ て い っ た 方が 良い よ 。

　  彼が は じめ に 病院に 運 ば れ るべ き人で す。注 1）

　こ れ らの 和文 はそ れ ぞ れ ，
2 通 りず つ 英訳が 可能で あ る 。

  Ik 。。w 　th・ b・y　wh ・ is　r・nni ・g ・1。・g　th・ ・t・eet ・ （闘 系詞節 ）

　　Iknow 　the　boy　running 　along 　the　street ． （現在分詞）

  H 。，e　。・e　th・　・pPl・・ whi ・h　were 　pi・k・d　by　the　child ・en ・ （関係 詞節）

　　Here　are 　the　apples 　picked　by　the　children ． （遇 去分 詞）

  Th 。　p・n ・whi ・h　w ・・ gi・・n 　by　h・・ d・e・n
’

t・w ・it・ w ・ll・（閲 綱 節）

　　The　pen　given　by　her　doesn
’

t　wTite 　welL （過 去分 詞）

  Y 。u 　h、d　b・tt・・ t・k・ ・ b・・k　whi ・h　y・u ・can ・read ・i・ th・ t・ai・ ・ 欄 係

　　 詞 節）

　　You 　had　better　takc 　a　book　to　read 　in　the　train． （型 不定詞）

  H 。 i・ th・ fi・・t・pers・n 　th・t ・h・uld ・b・・carri ・d　t・ th・ h・・pit・1・ 憫 係 詞

　　 節）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

且25

He 　is　the　first　person　to　be　carried 　to　the　hospjtal・ （to　be　done 型 不

定詞）

関係詞節 と 過 去分詞の 問の 択 一 を調 べ る ため の 問 題 だ け を 2 題 作 っ た の に は理

由が あ る 。   の 「そ の 子供 ら に もぎ取 られ た りん ごが こ こ に あ る」 とい う問

題 は ， 過去分詞を意識す る あ ま り不 自然な 日本語 に な っ て い る し ， やや 誘導的

で もあ る 。 そ こ で もうひ とつ ，　 「彼 女に も ら っ た ペ ソ ゴ とい う ， 能 動態で も書

ける よ うな 自然 な 口本文を入 れ て お い た 。
こ れ ら 5 悶の 和文英訳 を ，

20分程 度

の 時 間を与え て 学生 にや らせ た 。 意 図 して い る箇所以 外で 考 え こ ん で しま わな

い よ う， 学 生 に は 辞書 （和 英 ， 英和） の 使用 を許 可 した。

　結果の 分類 に 関 して は 次の よ うな 方針を と っ た 。 冠 詞の 脱落 ， 時制 に 関す る

ミス ， ス ペ リン グ ミ ス な ど大 す じに 関係の な い 誤 りを含 んで い る文 は分析 の 対

象 に し ， 構文 的 に 大 き く誤 っ て い て 意 味の 通 じな い も の （語 順の 誤 りな ど）の

み を分析 か らは ず した 。 た だ し ，
こ の こ とに 関 して は若 干の 問題が あ っ た 。 た

とえ ば   で あれ ば ，

＊lknow 　the　b。y　who 　running 　along 　the　street ・や ，

＊lknew 　thc　boy 豆s　running 　along 　the　street． な どを どう扱 うか と い う問題

で ある 。 言 うまで もな く両方 と も非文で あ るが
， 調査 の 対象 か らはず す ほ ど意

味 不 明で もな い
。 そ こ で 筆 者 は ， 被験者が も し関係詞節を 用 い て 表現 しよ う と

した な ら ， まず は じめ に先 行 詞 にふ さ わ しい 関係代名詞を挿入す るで あ ろ う と

考 え ， 前出 の 2 つ の 非文 の うち前者は 関係詞節 を 作ろ うと して be 動詞を入 れ

損 っ た 例 で あ り， 後者 は現 在分 詞 を用 い て 修 飾 しよ うと して isを消去 し損 っ

た例で あ ろ うと考え た 。 そ して 分 類の 際に は ， 共 に重 要 な error を含ん で は い

るが ， 前者 を 「関係詞節 」， 後者 を 「現 在 分詞」 と して 分類 した。 同 じよ うに

  に お け る
＊Here 　are 　the　apPles 　which 　picked　by　the　children ． は 「関 係

詞 節」 と して ，

＊Here 　 are 　 the　 apples 　were 　picked　by　the　children ． 1
＝

過去

分詞」 と して 分類 し ， ま た   の
＊The　pen　was 　given　by　hcr　doesn’t　write

welL も 「過 去分詞」 と して 分 類 した 。   と   に つ い て は ， 関係 代 名詞 や 不

定詞が 現 わ れ て い な い も の （た とえ ば
＊He 　is　the　first　person　carry 　to　the

hospitaL） はす べ て error と し， 分析 の 対 象か らは ず し た 。

4・ 調査 の 結果 と考察

　 調査 e 分 析 の 結 果 は 以 下 の 通 りで あ る 。
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表 2． 汁 2）

  　　 関係詞 節

4 人

  関係詞 節

 

57人

現在分詞 error

24人 6人

関係詞 節使用率

　 　62．5％

過 去分詞 error

関係詞 節

　 6人

過去分詞

7人

errOf

　　　　　　　
一
…

関係詞節使用率

 

 

43人

関係詞節

30人

3人

to　 do
不定詞

16人

24人

90．4％

関係詞節使用率

関係詞節

52人

93．4％

error

24人

to　be　done　I
　 　 　 　 　 　 　 error
　不定詞

6人 12人

関係詞節使用率

65．2％

関係詞節使用率

89．6％

まず第
一

に 判る こ とは ，
こ の テ ス トの よ うに 関係詞節と選 択可能 の 場合は ， 全

般的 に閧係詞 節が 好 ん で 使 わ れて い る とい う こ とで あ る （各項 目の 関係詞 節使

用 率を みて み る と ， す べ て の 項 目が 60％ を上 回 っ て お り，       に つ い

て は 90％ 前後で あ る）。 こ の こ と は ， は じめ に 紹介 した Schacter　 and 　 Hart

（1979） の 報告を思 い おす とや や意外で あ る 。
つ ま り， 他 の 言語話者 と比 べ れ

ば ， H 本人 は関係詞節 を苦手 と して い るか も しれな い が ， しか しそ れ 以上 に 分

詞 や不 定 詞 に よ る修 飾 を苦 手 と して い る こ とが わか る 。 次 に 関係詞節使用率 を

多い 順 に みて み る と
， 過 去分 詞と の 択 一 を調 べ た   の 撃3．4％ が 最 高で ， っ

い で   の to　be　done 型 不 定 詞 と   の 過 去分詞が 89．6％ と 90，4％ で ほ

ぼ 同 率で あ る 。
そ れ に ひ きか え ，   の 現 在分 詞 と の 択 一 や   の to　do 型 不

定語 との 択 一で は そ れ ぞ れ 62．5％ 65．2％ で あ り ，       と     の 間

に は数 的 に 大 きな開 きが あ る。 こ の こ と は受 け身変 形が 学 習 者 に 大 きな 影 響を

及 ぼ して い るこ と を示 して い る 。
つ ま り 受 け身変形 の 加 わ っ た 文 に遭 遇 す る

と ， ほ と ん どの 学生 は過 去分詞 や to　be　done 型 不定 詞の 可能 性 を退 けて ， 関

係 詞節 を使 用 す る と い う こ とで あ る 。 も う
一

度 ま と めて み る と ， 次 の よ うな こ

とが こ の 調査 で 明 らか にな っ た。

1．　 口 本人 学生 は英語 の 後 置修 飾を 処 理 す る際 ，

一 般的に 分詞や不定 詞よ りも

　　 関係 詞節 を好 ん で 用 い る 。
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2・ 文 に受 け身変形が 加 わ っ て い る場 合， 1の 傾 向が い っ そ う顕著 に な る 。

つ ま り学生 は ， 分 詞 の 中で は過 去分 詞 ， 不 定 詞の 中で は to　be　done 型 を特に

苦手と して い る とい うこ とで あ ろ う 。

　 さて 次 に ， な ぜ こ の よ うな 結果 に な っ た の か ， そ の 原 因 。理 由を 考察 して み

た い
。 ま ず　L に つ い て で あ るが ， 学生が 関係詞節を好む の は ，

「節」 が 分詞

や 不 定 詞に比 べ て 「わか りや す い 」 か らに 違 い な い
。 で は な ぜ 「節」 は わ か り

や す い の だ ろ うか 。 ま ず考 え られ るの は ， 節 の 中に は主 語 と動 詞 が 必ず 存在す

る の で ， そ れ らが 主部 と述部 の 関係を お の ず とは っ き りさせ ， ．結 果 的 に わ か り

や す くして い る とい うこ と で あ る （こ れ は ， 節 の 方が 深 層構造 に 近 く， 変 形 操

作が あま り加 わ っ て い な い とい う こ と と関係が あ る の か も しれ な い ）。 そ の 上 ，

節 の 中に は tense
，
　 aspect や modality が は っ き りと表わ れ る と い う特徴 が あ

り ， こ の 特徴が 節 に と っ て 重 要 な役割 を果 して い る と思 わ れ る 。
Fodor　and

Garrett（1967）は ，
　 that節を 認 識す る際 ，

　 tense の 存在が い か に 有用で あ るか

に つ い て 次の よ うに述 べ て い る 。

　For　example
，
　that　complements 　are 　the　only 　ones 　within 　which 　tense

can 　 appear 　 in　English （
‘‘He 　 thinks 　 that　 John 　 witl　be　late” but “ He

believes　John　’o　be　an 　idiot
”

　and 　not 　
‘‘He 　bel量eves 　John 　will 　 be　a且

idiot” ）．　 For　this　reason
，　the　presence　of 　marked 　tense　is　an 　extrelnely

e伍 cient　due　 to 醗 α’ comp 正ementation 　in　 reduced 　 sentences （i．c ．，　in

sentences 　where 　the　word
‘ ‘that” has　been　deleted）．

　　　　　　　　　　　　　　　　 Fodor　 and 　Garrett（1967），
　 P ．295 ．

す な わ ち ， 節 そ の もの の 特徴 （主部 ， 述部 の 関係が 明確 で あ る上 ， tense や

modality も は っ き りと表面 に 表われ る）が ， そ の ま ま節の わ か りや す さ や 使

い やす さに つ なが っ て い ると考え られ る 。

　次 に 考え る べ きなの は ， 口本語 の 影響 とい う こ とで あ る 。 テ ス トの 問題 と し

て 与 えた の が 日 本語で あ っ た か ら，
こ の こ とは 無視す る こ とはで きな い で あ ろ

う 。 こ こ で も う
一 度 ， 問題 と して 与 え た 5 つ の 日本文 を見 直 して み た い

。

　  私 は 通 りを走 っ て い る少 年を 知 っ て い る。

　  　そ の 子供 らに も ぎ取 られ た りん ごが こ こ に あ る。

　  　彼女に も ら っ た ペ ン は 書き 味が 悪 い
。

　  　汽車 の 中で 読む 本を持 っ て 行 っ た方 が 良 い よ 。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

128

　  彼 が は じめ に 病院に 運 ばれ る べ き人で す 。

こ れ らの 日木文 は ， い ずれ も名詞を 動詞の 諸形 で 修飾 して い る とい う共通 の 特

徴を 持 ちはす るが ， も と よ り英語 に お け る よ うな 「節 」 「分 詞」 「不定 詞」 な ど

と い う区別 は な く， 「節」 の 定 義だ けで もきわ め て あい ま い で 一致 した 考え 方

は 見 あた らな い よ うで あ る。 こ の よ うな中で ， 寺 村 （1980） の 次 の よ うな言葉

は 示唆的で あ る 。

　　 ある動詞ま た は 形容詞 （ま た は 名詞 ＋ ダ ）で 終 わ る発 話が 「節 」 で あ るか

　否 か は ， そ の 述 語が 陳述 形か 否か しか 外形 的な しる しはな い 。 し か し （中

　略）そ の メ ドは ，
1 つ は現 在形 ， 過 去形 は テ ソ ス 性 を認 め る こ とが で き る か

　否 か ， で あ り， も う 1 つ は 「誰 （何）が 」 ど うこ うす る と い う意 識が あ るか

　な い か ， と い う こ と で あ る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺村 （1980）， p． 252

つ ま り ， 日本語 に お い て も英語 の 場合 と 同 じよ う に ，
tense （aspect ） や mod −

ality が 「節」 の 重 要 な 標識 に な る と い う こ とで あ ろ う 。 こ の 認 識を持 っ て ， 前

出 5 つ の 問題文を み て み よ う。
5 っ の 問題 文 の 中の ， 名詞を修飾 して い る動詞

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o 　　e 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o 　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　 o

に着 目 して み る と ，   走 っ て い る ，   もぎ取 られ た ，   も ら っ た ，   読む ，

　 　 　 　 　 　 o 　　o

  運 ば れ る べ き ， で あ り，   は aspect
，   と   は past　 tense，   は

modality を そ れ ぞ れは っ き りと表わ して い る 。   の 「読む 」 とい う現在形 だ

け は ， 過 去 に 対す る現 在ま た は未来 とい う意 味あ い が 薄 い の で ， テ ン ス 性は希

薄で あ る と思 わ れ る 。 す な わ ち         は ， 問題 文で あ る 日本語 自体が

充分 「節」 の 特質を 備 えて い ると考 え る こ とが で き る 。 した が っ て ，
こ れ らを

input と して 与 え られ た 学生 の 頭 の 中に は ， 自然 に 「節 」 の 図式が まず 出来 あ

が り， 英語で は 分 詞 や 不 定 詞 の 方が 適 切な場合で も ， 関係詞節に 流れて しま う

の だ と思 われ る 。 ただ ，   の 場合 の よ うに テ ン ス 性の 点 か らい っ て 英語 の 不

定 詞 に 最 も近 い と思 わ れ る もの で も ，
65．2％ の 学生が 関係 詞節 を 使 っ て い る

と い う事実を考え れば ，
「H 本語 の 影響」 だ けで す べ て を説 明す るの はや や難

しい とい うこ と にな るで あ ろ う 。 や は りは じあ に 考察 した よ うに ， 英語 の 関係

詞 節 自体の わか りや す さが 大 き く影響 して い るよ うで あ る。

　 上 述 の こ と は ， 次 に 受け身変形 と の 関わ りに つ い て 考え る際 に もポ イ ン トに

な る と思 われ る。前 に 述 べ た よ うに ， 受 け身 変形 の 加わ っ た 文で は （  ，   ，

  ）90％ 前後の 学生が 関係詞節を 使 っ て い る 。 　 こ れ は   ，   の 62・5％ ，

65．2％ と比 べ る と ， 目をみ は る よ うな 高率で あ る 。 こ う した 現象 は ， こ れま

で の 考察 を ふ まえ る と次 の よ うに 説 明 さ れ ると思 われ る 。 受 け身変 形 の 加 わ っ
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た 文は ， 加わ っ て い な い 文 に比 べ る と操作的に も概念 的 に も複雑で ，
rocogni −

tion も production も しに くい はず で あ る。 こ の こ と は ， い ろい ろな 心理 言 語

学者が 実験 し実証 して い る と 思 わ れ るが ， た とえ ば Savin　 and 　 Perchonock

（1965） の 行 っ た recall 　 testで は ，

‘ ‘The　boy　has　hit　the　ball．”

とい う能動

態 に つ い て は平均 5。27words 再生 され た の に 対 して ，

‘‘The　 ball　 has　 been

hit　by　the　boy ．
”

とい う受 動態 で は 4．55　words しか 再生 され な か っ た とい う

（P． 35且）。 ま た Tannenbaum 　and 　WMiams （1968） の 産出テ ス トに よ る と，

焦点が ど こ に あ っ て も ， 受動態 は能動 よ りも産 出に 時間が か か っ た とい うこ と

で あ る （下図参照 ）。

6．0

時　5・5

間

4．0
受　動

能 動

中立の

焦 　点

主語 へ の

焦 　点
目的語へ の

焦 点

焦点の 3 っ の 条件で の 能動 と受動に つ い て の 平均産 出時間

　 　 　 　 　 　 　 　 ［Tannenbaum 　and 　Williams
，
1968 に よ る］

（フ ォ
ーダー他 （1982）か ら引用 ，p ．423）

っ ま り受 け身変形 の 加 わ っ た 文を操作す るの は ， そ うで な い 文を操作す る よ り

時間が かか り，
native 　speaker に と っ て も 「難 しい 」 わ けで あ る。 ま して 日本

人 の 学生が そ れを 首尾 よ く処理す るた め に は ， 主部 と述 部 の 関 係が は っ き りと

わ か る 「節」 を 用 い る方が 安 全 だ と い う こ とで は な い だ ろ うか 。実 際 ， こ の 受

け身 変形 は 思 っ た 以 上 に 学生 に と っ て 重 荷で あ っ た ら し く， た とえ ば   の 問

題 の よ うに 日本語 に もは っ き りと受 け身 形 （「も ぎ取 られ た 」）が あ らわ れて い

る場合で も， わざわざ the　 children 　 picked と能 動態 に して 訳 して い る者が

57人 中 14人 い た し ，   の 「彼 女 に も ら っ た」 に 到 っ て は ，
she 　gave　me と能
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動態 に した 者が 43人 中，

’

卜数近 くの 20人 もい た 。   の 場合 は特 に ， input で

あ る 日本語の 「も らう」 と い う言 い 方 自体が 人 物関係が あい まい で 難 し く， 能

動に す る にせ よ受動に す る に せ よ相 当 に手 こ ず っ た よ うで ， ま っ た く意 味をな

さな い error を おか した 者が 24人 と多めで あ っ た 。 また 関係 詞 節 使 用 率 も

93．4％ と最 高で ，   の 90．4％ を上 回 っ て い た 。   と   は両方と も ， 関

係詞節 と過去分詞 の 拓一を み る ため の 問 題 と して 作 っ た の だが ，受 け身操作そ

の も の の 難易 に よ っ て も結果 に 違 い が 出る こ とが 明 らか に な っ た 。

5． 結 論

　 日本入 は他 の 言語話者 と比 べ る と ， 関係 詞 節 の 使用率が 低 い とい う こ とで あ

っ た が ， 後 置修飾 の 用 法の 中で は ， 実 は最 も関係詞節を好ん で 使 うと い う こ と

が 今回 の 調査 で 明 らか に な っ た 。 今回 の 調 査 か ら， 凵本人が 好み とす る後 置修

飾の ス トラ テ ジ ーを ， 単 に数宇 の 上 か らで は あ るが 順 に 並 べ て み る と ， 関係詞

節 ， 現 在分 詞，
to　do 型不定詞 ，

　 to　be　donc 型不定詞 ， 過 去分詞 とい う こ と

に な る 。 特に 最後 の 2 つ は 同 じ程度に 使用 率が 低 く， 逆 に 言え ぱ こ れ ら 2 っ の

定着率の 低 さが 問題 だ とい え る だ ろ う 。 しか し ， 教育的な 見地か らす る と関係

詞節で で も表現で きて い る項 目は 良い 方で あ っ て ， む しろ error の 数 の 多い 方

が よ り問題 で あ る か も しれ な い
、， そ こ で 今度 は error の 数 に注 日して み る と ，

思い の 他数が 多 い と感 じ させ られ る の は   の to　do 型 不定詞 に 関す る項 目で

あ る 。
こ の 項 目は 70人 の うち，

1／3以 上 の 24人が 意 味を な さな い error をお か

して い る 。 こ れ は数値的に は   と同 じで あ るが ，   の よ うに 受 け身変 形が

加 わ っ て い るわ けで は な い し ， また 受 け身変形 の 加 わ っ た to　be　done 型不定

詞に お ける error の 数 （12人） を上回 っ て い る の で あ る 。 こ の errer の 内容 は

とい え ば ， 不定 詞で も関係詞節で もな い 意 味をな さな い もの ぼ か りで あ っ た

（e ・9・
＊ aread 加 g　book　ill　the 　train

，

＊ a　book　read 　in　the　train な ど）。
つ ま

り ， こ の 問題 で 不 定 詞 あ る い は 関係詞 節 を用 い る とい う こ と に 気 づ か なか っ た

学 生 が 多勢い た わ けで あ る 。 関係詞節 を 使 う こ とを思 い つ かな か っ た 学生 に つ

い て は ， 先 に 述 べ た よ う に 量nput の 日本文 に テ ン ス 性が 希薄で あ っ た た め だ と

い う理 由が 考え られ る 。 しか しな が ら， そ れ な らばす ぐに不定 詞を使 う こ とに

思 い あ た る べ きで ， な ぜ な らこ の 問題 は 日本文 の 性 質か らい っ て も不 定詞を用

い る の が 最 も適 切 だ か らで あ る 。
こ の よ うに 考 えて ゆ くと ， 項 目   に つ い て

は ，
error の 数か らい っ て も ，　 16／46 とい う不 定詞 の 使 用 者数か らい っ て もや

や 問題 が 残 る と思 わ れ る。 つ ま り，教育 的見地 か らす れ ば ， 分 詞 よ りはむ しろ
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不定 詞 の方 に 問題が 多い わけで ， 不定詞を 使 うべ き場所で き ちん と使 え るよ う

に 教えて い く配 慮が 必要で あ る （た とえば 松井 （1980） に み られ る to−listの

利用な ど）。 また先 に 述 べ た よ うに ， 受 け身変形 の 影響力の 大 き さも無視す る

こ と はで きな い
、 過 去分詞 や to　be　done 型不定詞 は

一
度 教 え て 安心 す る の で

は な く， 出て くる た び に 繰 り返 し注 目させ
， 意 識的 に定着を は か る こ とが 大 切

だ と思 わ れ る 。

6。 おわ りに

　「日本人 は 英語 の 後 置修飾 に つ い て ， どの よ うな 対処 を して い る か 」 と い う

所 か ら出発 し， 結 論 と して 「関 係詞節を使え る もの に 対 して は ， 多 くの 学生が

そ れ を使 っ て 処理 す る」 とい うこ とが 得 られ た 。 そ して こ の 現 象は ， 日本語 の

影 響 もさ る こ となが ら， 関係 詞節 自体の 持つ 「わ か りや す さ 」 に 帰因 して い る

らしい こ とが わ か っ た 。

　目の 前に 2 つ の 選択を迫 られ た時 ， 少 しで も易 し い 方 を選 ぼ うとす る の は ご

く自然 な人 聞行動で あ るが ， こ の 場合 「関 係詞節」が 易 しい 部類 に 属 して い た

とい う事 実 は Schacter　and 　Hart （1979）の 調査 結果を思 い お こ せ ぱ ， や や 予

想 に 反 した こ とで あ っ た 。 あ る刺 激 を受 けて 文 産 出 をす る場合 ， そ の プ ロ セ ス

の 根 底 に は 「節 1すな わ ち主語 と動詞の 完 備 した もの が存在 して い るの だ ろ う

か ， と も思 う。 また 受 け身変形が 思 い の 他学 習者 の 反応 に 大 きな 影 響 を及 ぼ し

て い る事 に 着 目す る と ， 変形 操 作の 多少が 文 の 産 出に 少な か らず 関わ っ て い る

の で は と考 え させ られ る （ただ し， 変形操作の 多少 と困難度が い つ も必 ず 一
致

す ると証 明で きた わ けで は な い ）。

　また ，
こ うした 現 象を学習者 の 　Interlanguage の

一
側面 と して 捉 え る と ，

節 に比べ て 分詞 や 不 定詞 は難 し く， 現段 階で は 習得の 最 中で あ る と 考え る こ と

もで き る 。

注3） こ の よ うに ， こ の 問題 は心 理 言語学的な 面 か らも， 中聞言語 と

い う側面 か らもさ らに い ろい ろな 考察が可能で あ る と考 え られ る 。 今回 は 事実

を提 示 し， 原 因 ・理 由を考察す るだ けで 終 わ っ て しま っ たが
， 今後は後 置修 飾

に 限 らず ， 「学習者が 産 出 しや すい 文の 特徴」， 「習得 しや す さ」 な どに つ い て

研 究 を す す め て い きた い と思 っ て い る 。

注

D　問題文 を作る に あ た っ て は ，

一色 （1979）を参考 に した
。

N 工工
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2）　表 の 中の 「関係詞 節使用率」 は関係詞節を使 っ て書い た学生 の 数を ， 分析の 対象 と

　　 な っ た学生 の 数 で 割 っ た もの で あ る　（error は分析か らはず して あ る）。
た とえば

　　  ・ 項 目・ あ 蝋 義 、

一・… 2 とな ・ ． ・・… て ・本文中・ ・ほ とん ど・

　　学 生」 とか 「全 体の 」 な どは ， 各項 目で分析の 対象 とな っ た 学生 の 「ほ とん ど」， あ

　　 るい は 「全 休」 で あ っ て ， 被験者 70 人を指 して い るわ けで はな い
。

3） Schacter　and 　Hart （1979）に よる と ， 英 語を 外国語 と して学ぶ 学生た ちを対象 に

　　DiMculty　and 　develop皿 ental 　orders 　of　verb 　complements を調査 した と こ ろ ，

　　Clausal，　Infinitival，
　 Gerund 三ve の順 で 習得 して い くとい う こ とで ある 。 木研究で

　　 ひ き出した結果 と共通する と こ ろ もあ り ， 非常に興味深 い
。
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Strategies in Manipulating English Postnominal

      Modification Patterns Employed  by

         the Japanese College Students

Chizuru MORI

  In this paper, we  investigate how  the Japanese college  students

manage  the patterns of  postnominal modification  in Englgsh. There

are  two  reasons  why  we  chose  this subject.  Schacter (1974) says  that

Japanese and  Chinese students  produce fewer relative  clauses  in their

English compositions  because they do not  have any  patterns ot  post-

nominal  medification  in their native  languages. Indeed, it is often

pointed out  that a Japanese cannot  manage  the postnominal modifi-

cation  patterns in English very  well.  Therefore, first of alk, we  would

like to investigate how  well  the Japanese college  students  deal with

several  patterns (including the relative  clause)  of  postnominal modifi-

cation.  Secondly, we  would  like to examine  which  pattern the Japanese

students  prefer and  which  they do not.

  The  test procedures employed  in this paper are as  follows: The

subjects  (first year college  students)  are  given five sentences  in Japa-

nese  and  required  to translate them  into English. Each  Japanese

sentence  can  be translated in two  ways.  For  example,  a  Japanese

sentence  like watashi  wa  tOri o  hashitteiru sho'nen  o  shitteiru  can  be

translated either  
`I

 know  the boy  who  is running  along  the street' or

`I  know  the boy running  along  the street'.  This test enables  us  to know

not  only  how  well  they can  manage  the patterns but also  which  pattern

 (relative clause  or  present participle in this case)  they prefer. The

following alternatives  are  examined  in this way.

   1. relative  clause  or  present participle
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  2. relative  clause  or  past participle

  3, relative  clause  or  to do  infinitive

  4. relative  clause  or  to do done infinitive

  
As  a result, it was  found out  that the Ja[E)anese students  preferred

the relative  clause  when  given the choice  between  the relative  clause

and  an  other  pattern. Present participle and  to do infinitive had  prefer-
ence

 next  to relative  clause,  and  past participle and  to be aone infinitive
were  seldom  used.  It can  therefore be said  that a passive transformation
has something  to do  with  the students'  behavior.

  
In

 
the

 final section  the reasons  why  the Japanese students  prefer the
relative

 clause  are  considered  from the following viewpoints;

  1. the clearness  of  the `clause'
 itself

  2. mother  tongue interference
The  conclusion  also  draws attention  to pedagogical considerations  re-
lated to these findings.

                          (Matsuyama Shinonome Junior College)


